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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 
わが国における牛肉生産システムは、輸入飼料への依存度が大きく、輸入飼料の高騰が畜産経営

に大きく影響を及ぼす。これを解決する手段として食品製造残渣や稲発酵粗飼料などの利用拡大が

期待される。本研究は、麦焼酎粕濃縮液と稲発酵粗飼料を活用した飼料が、黒毛和種仔牛の育成期

の成長にいかなる影響を及ぼすかについて生理学、骨格筋の形態学および分子生物学的に検討した。 
まず、黒毛和種成雌牛を用いて、麦焼酎粕濃縮液がウシのルーメン発酵および血液代謝に及ぼす

影響を明らかにするため、乾草をベースに麦焼酎粕濃縮液を添加した区、タンパク質レベルを同等

に合わせた大豆粕添加区、無添加区の 3 区を設定し検討した。その結果、ウシへの麦焼酎粕濃縮液

の給与は、ルーメン内のプロピオン酸、酪酸、および吉草酸の生成量を増加させ、さらに、血中の

βヒドロキシ酪酸濃度も増加させ、ルーメン乳頭の発達を促す酪酸の代謝を活性化することが示さ

れた。これらは、麦焼酎粕濃縮液のウシへの給与がルーメン発酵を修飾させることを示した。 
次に、黒毛和種仔牛を用いて粗飼料中の乾草に麦焼酎粕濃縮液を乾物当たり 5％および 15％添加

区、大豆粕等により同等の栄養レベルに調整したそれぞれの対照区を設定し、ルーメン発酵、血液

中成分、胸最長筋の組織化学的解析、および骨格筋形成とエネルギー代謝制御に関連した遺伝子群

の発現を解析した。5％および 15％、それぞれの対照区と添加区の間で比較しても解析項目に有意

な差異は認められなかった。しかし、5％対照区と 15％添加区で比較すると、15％添加区で体重と

日増体量を有意に増加させ、成長を促進させた。さらに酪酸および吉草酸の総濃度および血中βヒ

ドロキシ酪酸濃度を増加させ、仔牛の早期のルーメン発達を促進させることが示唆された。また、

麦焼酎粕濃縮液の給与により、収縮運動で持久性の高い I 型および IIA 型筋線維のサイズを肥大さ

せること、さらに Peroxisome proliferator-activated receptor gamma coactivator 1-alpha 発現レベルの低

下を認め、I 型筋線維の割合を減少させることが示唆された。さらに 0%、5％、15％および 30％添

加区と異なった給与レベルで比較した。骨格筋タンパク質の分解抑制に関連した遺伝子群の発現解

析の結果、30％添加区ではユビキチンリガーゼである F-box protein 32 発現の低下が認められ、骨格

筋タンパク質分解を抑制していることが示唆された。本研究で麦焼酎粕濃縮液中に芋焼酎粕濃縮液

と同様に骨格筋タンパク質分解抑制物質（ジブトキシブタン）が含まれることを確認しており、本

物質による効果が想定された。これらより麦焼酎粕濃縮液の仔牛への給与は、ルーメン発酵および

骨格筋発達を促進させることが示された。 
一方、稲発酵粗飼料の給与が黒毛和種仔牛の成長に及ぼす影響を明らかにするため、乾草の代替

として、稲発酵粗飼料を給与し、先の研究と同様に検討を行った。稲発酵粗飼料の給与は、体重お



よび日増体量を有意に増加させた。また、稲発酵粗飼料の給与は、骨格筋タンパク質分解を抑制す

る血中βカロテン濃度を増加させ、Ubiqutin B および Calpain 1 発現を低下させた。結果として I 型
および IIA 型筋線維のサイズを肥大させることが示唆された。一方、Peroxisome proliferator- 
activated receptor delta 発現の低下が認められ、I 型筋線維の割合を減少させることが示唆された。こ

れらは稲発酵粗飼料の仔牛への給与は、抗酸化物質を体内に増加させ、成長および骨格筋発達を促

進させることを示した。 
最後に、麦焼酎粕濃縮液と稲発酵粗飼料を混合した発酵飼料を調製し、その給与が黒毛和種仔牛

の成長に及ぼす影響を明らかにするため、先の研究と同様に検討した。本混合飼料の仔牛への給与

は、成長促進、ルーメン発酵、酪酸代謝、筋線維肥大、および骨格筋タンパク質分解抑制について、

麦焼酎粕濃縮液の単独給与と同様の結果を示した。これにより、液状の麦焼酎粕濃縮液は稲発酵粗

飼料と混合することにより農家への流通が容易になることが期待される。 
以上、要するに本論文は、麦焼酎粕濃縮液と稲発酵粗飼料を主体とした発酵飼料は、黒毛和種仔

牛の成長を促進させ、その成長促進はルーメンの発達促進および骨格筋のタンパク質分解抑制と筋

線維の肥大によることを明らかにしたものであり、わが国の畜産における未利用資源や稲発酵粗飼

料の活用推進および家畜飼養に寄与する価値ある業績と認める。よって本論文は博士（農学）の

学位に値すると認める。  


